






















state…that…are…targeted…for…the…design…by…explicit… function… is… indispensable…to…perform…this.…
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は因果関係はないので，あえて Wを W1 と
し，yを W2 とした方が描写因子の意味が
分かり易い．そこで第 4 章においては W































































































































































































































































































































































































































































2qW 32rW+ + =②楕円放物面：
121pW
2





とする．代表的な 2 次曲面を図 7 に示し，この
図に対応する数式を式（11）に示している．純
粋に 3 次元の（ 3 変数の）陰関数と言えるのは
最初の， 6 つ（①，②，…，⑥）である．何故
ならば，⑦~⑩はW3（高さ方向）が退化してお















































































































































































































































































































が， 2 次式の場合には設計因子がなくても H
のばらつきの減衰は可能となる．また，式（20）
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